































　「二」は『二程語録』25 巻を示す。( 中華書局 2004 年版 ) 
　「亀」は『亀山語録』4 巻を示す。( 中国国家図書館蔵宋福建漕治刻本版本影印原書 ) 
　「張」は『張子語録』3 巻を示す。( 中華書局 1978 年版 )
　「上」は『上蔡先生語録 3 巻を示す。( 明正徳八年汪正刻本 )
　「朱」は『朱子語類』140 巻を示す。( 中華書局 1986 版、2005 年印 )





「必當」・若衆人 , 必當就禮法 . 自大賢以上 , 則看佗如何？（二・18-211）
「必定」・若不盡見，必定有窒礙處。（朱・19-435）
「必將」・，詢謀已是僉同，鬼神亦必將依之，龜筮亦必須協從之。（朱・63-1544）
「畢竟」・苟不然者 , 才刧之以不測 , 又畢竟信也。（張・上‐314）















































































「殆」・. 惟人則能知祖 , 若不嚴於祭祀 , 殆與鳥獸無異矣。（二・18-241）
「恐」・又云：“昔日用工處甚多，但不敢説與諸公，恐諸公以謂湏得如此”。（上・中 -3）
「怕」・“則” 字怕誤 , 當作 “不” 字。（朱・32-810）
「恐怕」・如此用工夫，恐怕輕費了時月。（朱・95-2424）
「髣髴」・若便要立議論，往往裏面曲折，其實未曉，只髣髴見得，便自虚説耳：恐不濟事。（朱・80-2088）
「蓋」・猶執五寸以為中是無權也。蓋五寸之執長短 , 多寡之中 , 而非厚薄小大之中也。（亀・1-3）
「幾」・當時大亂殺傷之後，幾無人類，所以宇文泰與蘇綽能如此經營。（朱・112-2729）
「幾乎」・昔横渠説出此道理、至此幾乎衰矣。只介父一箇、氣豓大小大。（二・2 上 -25）





























































・命者所以輔義 , 一循於義 , 則何庸斷之以命哉 ?（二・11-125）
「何必」・既當理後，又何必就上更生疑。（朱・6-109）
「何不」・孔子之時 , 皆足以為孔子矣。曰 : 何不思之甚也 ?（亀・1-11）
「何嘗」・曰 : 先儒謂孔子學易後可以無過 , 此大段失却文意 . 聖人何嘗有過？（二・18-209）
「何苦」・次日，吏人杖脊勒罷，偶一相識云：“此是人家子弟，何苦辱之” ？（朱・106-2641）
「何須」・且如性 , 何須待有物方指為性 ?（二・18-185）
「曷嘗」・曰：“某非不欲周旋人事者、曷嘗似賢急追” ？（二・3-65）
「可」・言行，君子之樞機；樞機之發，榮辱之主也。言行，君子之所以動天地也，可不謹乎。（朱・9-156）


















































数が多く、複音節化が顕著である。語録では 26 種類の単音節詞に対して、複音節詞が 58 種類ある。また、実詞の





















8）『朱子語類』の約 2,300,000 字は中華書局（1986 版）権説明を参考したものである。
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